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耳鼻咽喉科医と懇談する出口、藤沢議員

6月市議会
意見書に対する
各会派賛否一覧

提
出
会
派

無
所
属
の
会
自
民
党

公
明
党

ハ
ー
ト
フ
ル
北
九
州

日
本
共
産
党

自
民
未
来

日
本
維
新
の
会

賛
否

議員数 16 13 11 8 3 3

特別支援学校、特別支援学級等への教員等の
適切な配置を求める意見書 公明党 ◯ ◯ ◯ ○ ◯ ◯ 可決

薬剤耐性菌感染症のまん延防止への取組体制
の強化を求める意見書 公明党 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 可決

生物多様性の保全及びネイチャーポジティブ
の対策の強化を求める意見書 公明党 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 可決

地方財政の充実・強化に関する意見書 ハートフル
北九州 ◯ ◯ ◯ × ◯ ◯ 可決

少人数学級の推進、教職員定数の改善及び
義務教育費国庫負担制度の拡充に係る意見書

ハートフル
北九州 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 可決

給特法の廃止及び教職員の働き方改革の
促進を求める意見書

ハートフル
北九州 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 可決

奨学金返還に関する負担の軽減を求める
意見書

ハートフル
北九州 ◯ ◯ ◯ ○ ◯ × 可決

保育士配置の充実等を求める意見書 ハートフル
北九州 ◯ ◯ ◯ ○ ◯ ◯ 可決

マイナンバーカードをめぐるトラブルの徹底調査
及び健康保険証廃止の延期を求める意見書 日本共産党 × × × ○ × × 否決

「戦争の準備」ではなく「平和の準備」を
求める意見書 日本共産党 × × × ○ × × 否決

学校給食費の無償化を求める意見書 日本共産党 ◯ ◯ ◯ ○ ◯ × 可決

保育士の配置基準の見直しを求める意見書 日本共産党 ハートフル北九州の意見書と一本化

広がる補聴器助成 北九州市でも創設を
　難聴対策が認知症予防に効果があると疫学調査でも明らかに
なっています。新潟県では、耳鼻咽喉科の医師が県内の各自治体
に要請し、すべての自治体が補聴器購入の際の助成制度を実施し
ています。
　しかし欧米諸国に比べ、日本では補聴器使用率が極めて低いの
が実態です。補聴器購入に際しての公的な補助制度や支援が不十
分だからです。
　共産党市議団は、高齢化が政令市で最高の北九州市でこそ、補
聴器助成を急ぐべきであるとくり返し要求してきました。
　東京・港区の助成制度は、対象 60 歳以上で所得制限はなし。
助成上限は 13 万 7000 円（両耳）、住民税課税者は半分の６万
8500 円です。市議団は、市内の耳鼻咽喉科医の知見を得ながら、
制度実施を求めていきます。

補聴器助成制度創設を 耳鼻咽喉科医と
懇談、署名活動も

低
用
量
ピ
ル

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
は

こ
こ
か
ら

　「ふれあい収集」「ふれあい収集」の要件緩和の周知をの要件緩和の周知を
「ふれあい収集」－玄関先までごみ収集にきてくれる制度－の要件が、共産党市議
団の粘り強い要求で緩和され、関係者への周知も徹底されることになりました。
　「ふれあい収集」の対象はこれまで、ゴミ出し困難な要介護２以上または障
害福祉サービスの受給認定を受けている単身世帯の方に限られていました。要
件緩和によって、①急傾斜地に住んでいる方②市営住宅の上層階に住まいの「ゴ

ミ出し困難な方」も、新たに利用
できるようになりました。
　共産党市議団は、要件緩和の周
知徹底を議会でも要求。その結果、
市は「ふれあい収集」のチラシに
掲載することと合わせ、介護サー
ビス事業者の集まりなどでも徹底
することになりました。

大
石
市
議

政
府
へ
の
意
見
書
を
提
案

大
石
市
議
は
、
マ
イ
ナ
カ
ー
ド
の
個
人
情
報
を
扱
う
シ
ス

テ
ム
へ
の
不
信
が
広
が
っ
て
い
る
こ
と
、
併
せ
て
健
康
保

険
証
が
廃
止
さ
れ
れ
ば
、
マ
イ
ナ
カ
ー
ド
と
の
一
体
化
を

事
実
上
強
制
さ
れ
る
と
指
摘
。
ト
ラ
ブ
ル
の
原
因
究
明
と
、

2
0
2
4
年
秋
の
健
康
保
険
証
廃
止
を
延
期
す
る
よ
う
求
め

る
も
の
で
す
。

ま
た
、い
わ
ゆ
る
「
安
保
３
文
書
」
に
も
と
づ
き
、大
増
税
、

国
民
生
活
を
支
え
る
予
算
の
削
減
に
よ
っ
て
軍
拡
財
源
を
ね

ん
出
し
よ
う
と
し
て
い
る
と
厳
し
く
批
判
。
憲
法
9
条
を
守

り「
平
和
の
準
備
」に
全
力
を
挙
げ
る
よ
う
求
め
る
も
の
で
す
。

6月予算議会報告　　　北九州市議会

市
民
の

市
民
の
声声
を
届
け
ま
し
た

を
届
け
ま
し
た

　2023 年原水爆禁止国民平和大行進（広島・長崎コース）は７月 16日、
山口県から北九州市に引き継がれ、市内全区を回った後、被爆地・長崎に
向かいました。猛暑の中、平和行進参加者は「核兵器を廃絶しよう」と訴
えました。

2023年2023年国民平和大行進国民平和大行進

↑
勝
山
公
園（
小
倉
北
区
）を
出
発
す
る
平
和
行
進

参
加
の
皆
さ
ん（
右
か
ら
２
人
目
は
小
倉
北
区
選
出

の
出
口
議
員
）



　「学校給食を考える学習交流
集会」が７月 8 日、黒崎コムシ
ティ子どもホールで開かれました。
学校給食の無償化が全国で広がる
中、北九州市でも署名や市民運動
を広げ、無償化を実現しよう、と
開かれたもので、102 人が参加し
ました。
　呼びかけ人で中学生の子を持つ安永武さんが最初
にあいさつ。この後、学校給食の元調理員、元教師
による学校給食の大切さや現
状、無償化した自治体の経験な
どの報告に続いて共産党の永井
佑市議が、学校給食をめぐる歴
史や市議会の現状などについて
詳しく解説しました。
　会場からも発言が相次ぎ、今
後、「学校給食の無償化をめざ
す会」を発足させ、署名の取り
組みや調査、学習会を行ってい
くことを確認しました。

背景に財界戦略
今年 2月 20 日、北九州市内で開催された「下関北九州道路シ

ンポジウム」に、武内市長は「下関北九州道路整備がぜひとも必要」
とのメッセージを寄せました。安全性、採算性、必要性から問題
点が指摘され、“凍結 ” に追い込まれていたにもかかわらず、その
復活を約束したのです。
　今回、下北道路建設を全面的にバックアップしているのが、
JAPIC です。2022 年に国土造りの「12の重点プロジェクト」の
一つに下北道路を選定。政財界挙げての建設に乗り出しています。
JAPIC は「民活力の活用」を掲げ、東京湾横断道路、関西国際空港、
本四架橋などの巨大事業を推進。本四架橋は当初予算の約 4倍近
くになり、自治体負担も増大。そのツケは、市民にまわされてき
ました。

「マイナカードをめぐるトラブルの徹底調査と健康保険証廃止
の延期を求める意見書」に反対？
　６月市議会において共産党市議団は「マイナンバーカードをめぐるトラブルの
徹底調査及び健康保険証廃止の延期を求める意見書」を提出しました。
　「マイナ保険証」をめぐり、「来秋一体化は白紙に戻せ」（「西日本」７月 7日付）
などの社説や記事が相次ぐ中、トラブルの徹底調査と廃止延期を求めたものです。
ところがこの意見書に、自民党 2会派、公明党、ハートフル北九州、日本維新の
会などが反対し否決されました。３会派が反対を表明しました。市民の声に背を
向けているのはだれか。しっかり見分ける必要があります。

藤
沢
市
議
が
反
対
討
論藤

沢
市
議

は
、
北
九
州

市
の
〝
新
ビ

ジ
ョ
ン
〟
策

定
支
援
業
務

を
、
公
募
型

プ
ロ
ポ
ー
ザ

ル
方
式
で
実
施
す
る
と
し
た
こ
と
に

つ
い
て
、「
こ
の
方
式
自
体
が
、
本
市

の
基
本
構
想
策
定
を
事
実
上
業
者
に

丸
ご
と
委
託
す
る
も
の
」
と
厳
し
く

批
判
。
業
務
を
担
う
主
任
研
究
員
の

日
当
が
12
万
６
０
０
０
円
と
市
民
感

覚
か
ら
ず
れ
て
い
る
こ
と
、「
採
用
方

法
な
ど
の
根
拠
も
不
透
明
な
部
分
が

多
い
」
と
厳
し
く
指
摘
。

こ
の
業
務
の
手
続
き
に
つ
い
て
も
、

「
議
会
に
予
算
案
が
上
程
さ
れ
る
前
の

５
月
29
日
に
告
知
し
、
可
決
ど
こ
ろ

か
審
査
も
さ
れ
て
い
な
い
に
も
関
わ

ら
ず
、
事
業
参
加
表
明
書
、
提
案
書

の
受
け
付
け
を
始
め
て
い
た
」
こ
と

に
つ
い
て
、「
議
会
を
な
い
が
し
ろ
に

す
る
も
の
で
あ
り
、
一
旦
白
紙
に
戻

し
再
提
案
す
べ
き
」
と
迫
り
ま
し
た
。

下
関
北
九
州
道
路
建
設
に
向
け

て
の
調
査
費
等
1
4
0
0
万
円
が

計
上
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、

「
2
0
0
8
年
に
国
が
、
採
算
が
取
れ

な
い
と
断
念
し
た
事
業
」
と
強
調
。

武
内
市
長
が
就

任
早
々
の
2
月
、

日
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
産
業
協
議
会

（
J
A
P
I
C
）
主

催
の
「
下
関
北
九

州
道
路
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
」
に
対
し
「
下

関
北
九
州
道
路
が

是
非
と
も
必
要
で

す
」
と
、
自
治
体
負

担
も
採
算
も
未
定

の
こ
の
事
業
を
推

進
す
る
と
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
出
し
た
こ
と
を
指
摘
。

「
財
界
の
求
め
に
は
即
応
し
、
市
民

の
暮
ら
し
を
顧
み
な
い
も
の
」
と
し

て
、
調
査
費
等
の
予
算
に
反
対
を
表

明
、
事
業
の
中
止
を
求
め
ま
し
た
。

6
月
議
会
で
日
本
共
産
党
市

議
団
が
提
案
し
た
「
意
見
書
」

が
自
民
党
、
公
明
党
、
ハ
ー
ト

フ
ル
北
九
州
の
共
同
提
案
と
な

り
、
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
日
本

維
新
の
会
は
反
対
し
ま
し
た
。

給
食
無
償
化
を
求
め
る
意
見
書

の
可
決
は
、
市
議
会
の
歴
史
上

初
め
て
で
す
。

意
見
書
は
出
生
率
低
下
の
中

で
、
学
校
給
食
の
無
償
化
を
独

自
に
進
め
る
自
治
体
が
増
え
て

い
る
こ
と
や
、
す
べ
て
の
子
ど

も
が
平
等
に
食
べ
る
こ
と
の
で

き
る
学
校
給
食
は
少
子
化
対
策

に
も
効
果
的
で
あ
り
、
子
育
て

世
帯
へ
の
経
済
的
負
担
軽
減
に

も
つ
な
が
る
と
し
て
、
国
の
施

策
と
し
て
無
償
化
を
求
め
る
も

の
で
す
。
同
主
旨
の
意
見
書
は
、

共
産
党
市
議
団
が
3
回
に
わ
た

り
提
出
し
て
い
ま
す
が
、
過
去

2
回
は
い
ず
れ
も
反
対
多
数
で

否
決
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

学校給食の無償化を求める意見書  学校給食の無償化を求める意見書  
賛成多数で可決賛成多数で可決　　　　　　　　北九州市議会で初めて　　北九州市議会で初めて　　

学校給食を考える会に102人が参加
無償化実現へ北九州市でも署名・運動を

「
官
民
連
携
」
ど
こ
ろ
か
、

民
間
へ
の
市
政
丸
投
げ

「
北
九
州
市
の
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
」
づ
く

り
を
、
武
内
市
政
が
民
間
に
丸
投
げ
し

よ
う
と
し
て
い
る
実
態
が
、
6
月
議
会

本
会
議
の
代
表
質
疑
で
浮
き
彫
り
に
な

り
ま
し
た
。

市
当
局
は
ま
と
も
な
説
明
を
せ
ず
、

予
算
の
審
議
前
に
、
予
算
可
決
を
前
提

に
し
た
業
者
選
出
の
手
続
き
を
進
め
て

い
ま
し
た
。

質
問
に
立
っ
た
日
本
共
産
党
の
荒
川

議
員
（
団
長
）
は
「
こ
れ
で
は
議
会
審

議
の
意
味
が
ま
っ
た
く
な
く
な
る
」「
議

会
軽
視
で
は
な
い
か
。
予
算
案
は
撤
回

す
べ
き
」
と
鋭
く
追
及
し
ま
し
た
。

武
内
市
長
は
答
弁
に
立
た
ず
、
企
画

調
整
局
長
が
「
説
明
が
な
か
っ
た
点
な

ど
を
含
め
、
意
見
と
し
て
し
っ
か
り
受

け
止
め
た
い
」
と
答
え
る
だ
け
。
自
民

党
席
か
ら
も
８
回
に
わ
た
り
「
そ
う
だ
」

の
合
い
の
手
や
、「
そ
ん
な
の
だ
め
だ
よ
」

な
ど
の
ヤ
ジ
も
飛
ぶ
ほ
ど
で
し
た
。
最

後
に
荒
川
議
員
に
強
く
促
さ
れ
て
、
市

長
も
よ
う
や
く
答
弁
に
立
ち
ま
し
た
が
、

企
画
調
整
局
長
の
言
葉
を
繰
り
返
し
た

だ
け
で
し
た
。「
市
民
の
安
全
」
は
国
ま

か
せ
。「
北
九
州
市
の
計
画
」
は
民
間
ま

か
せ
―
主
人
公
で
あ
る
市
民
、
そ
し
て

市
議
会
不
在
の
市
政
運
営
の
姿
が
浮
き

彫
り
に
な
り
ま
し
た
。

呼びかけ人の
安永武さん

学校給食を考える学習交流集会
←ＪＡＰＩＣ発行冊子

2021年7月16日、国会、県議、北九州、下関の各議員団合同で下北道路予定地を視察

下北道路推進　鮮明に下北道路推進　鮮明に下北道路推進　鮮明に下北道路推進　鮮明に
見えてきた 見えてきた 武内市政武内市政のの〝姿〟〝姿〟　

JAPIC（ジャピック、日本プロジェクト産業協議会）とは　1979 年 11月、第
２次オイルショックの年に誕生。鉄鋼、セメント、土木、建設、建設機械の 8つ
の業界団体が集まって発足。83年 4月、通産、建設、国土、運輸の 4省庁共管
による社団法人として再スタートを切った。現在、銀行、商社、自動車、電力、
造船など 222社が会員となっています。北九州市もアライアンス会員として名前
を連ねています。

日本共産党市議団が提案


